
●葉たばこ・地域特産作物振興対策議
　員研究会現地研修会(軽米町・二戸市)
●主要地方道花巻大曲線小倉山の二
　工区開通式
●4-1消防ポンプ操法大会慰労会
●清水祭（宵宮）
●閉会中委員会（8/6～8/8）
●花巻市戦没者追悼・平和祈念式
●花巻御柱神社例祭
●岩手護国神社平和祈願祭
●胡四王神楽鑑賞会
●矢沢地区県政報告会
●本監査（本庁・盛岡７機関・本庁７機関
　8/21～8/22）　
●岩手県神社関係者大会
●幸田神楽鑑賞会
●岩手中部地域県立病院運営協議会
●岩手中部保健医療圏地域医療連携推
　進会議
●北海道・東北六県議会議員研究交流
　大会（秋田市）

●上駒板神社例大祭
●閉会中委員会（9/4）　　
●安野稲荷神社例大祭
●監査（部局長業務概況説明 9/10～9/12）
●北松斎公墓前祭
●花巻まつり
●大償神社宵宮祭・例大祭
●神明社例大祭
●花巻工業クラブとの懇談会
●まんまるママいわてとの懇談会
●９月定例会（9/25～10/25）
●市町村重点要望調査（県央地域）

●市民芸術祭・開幕祭
●市町村重点要望調査（県南地域）

●市町村重点要望調査（沿岸南部地域）

●東日本大震災津波復興特別委員会
　現地調査（花巻市・北上市）
●本監査（盛岡２機関・空港ターミナル 10/31）

●いわての地域づくり・道づくりを考える大会
●花巻市市勢功労者表彰式
●MOA美術館花巻児童作品展表彰式
●文教委員会県外調査（富山県・石川
　県・群馬県）
●花巻商工会議所青年部創立四十周年記念式典

●岩手県総合防災訓練（花巻空港他）

●工事現場監査（二戸市・雫石市・花巻
　市 11/11～11/12）
●本監査（福岡・大阪事務所 11/20～11/21）
●県土地家屋調査士会・県土整備部と
　の懇談会
●12月定例会（11/26～12/9）

●本監査（北上・西和賀・4機関 12/10）
●花巻商工会議所叙勲・褒章等授章祝賀会
●早池峰大償神楽後援会定期総会
●本監査（県北農研所・久慈管内高校
　等 12/17～12/18）
●臨時議会（12/23）
●文教委員会県内調査（陸前高田市 12/25）

川村しんこうの主な活動報告（令和６年８月～１２月）

8月 9月 10月

11月

市町村要望調査（沿岸南部地域）

岩手県総合防災訓練

市町村要望調査（県央地域）

12月

子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

お
年
寄
り
に
安
心
と
生
き
が
い
を

子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

お
年
寄
り
に
安
心
と
生
き
が
い
を

川村
しんこう

��Vol.

県政
レポート

岩手県議会議員岩手県議会議員 SHINKO KAWAMURA
Prefectural government report

❶人口減少への対応
❷基幹産業である農林水産業の振興
❸商工業の振興
❹観光立県いわての促進
❺学校教育の充実と人づくり

❻明るく豊かな長寿社会の実現
❼若者の雇用創出と安心して
　働ける環境づくり
❽東日本大震災からの復興

８つの目標

新年あけましておめでとうございます。
いつも皆様にはあたたかいご声援をいただきありがとうございます。
県政レポートvol.29を発行させていただきます。今回は8月～12月の活動報告と、県立病院
等の経営計画2025～2030（最終案）を掲載させていただきました。全国で一番多くの県
立病院（20ヶ所）をかかえる岩手県ですが、県民の健康を守る大切な病院が今年度
は90億円の赤字の見込みとなっております。現状と今後について、皆様にお伝え
いたします。今年もご指導ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。
 

川村伸浩PROFILE
岩手県議会：●文教委員 ●東日本大震災津波復興特別委員 ●観光・交通政策調査特別委員 ●岩手県監査委員
昭和31年２月19日生まれ68才。岩手県花巻市高松出身。黒沢尻工業高校卒業。尊敬する人：新渡戸稲造。好きな言葉：一期一会。性格：辛抱強い。

防災情報は
こちらから 岩手県による防災情報のポータルサイトです。 岩手県内各市町村の気象情報、避難勧告・指示情報、避難所情報、その他

関連サイト（交通、ライフライン情報等）などが集約されたページとなっています。

いわて防災情報ポータル https://iwate-bousai.my.salesforce-sites.com
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手術支援ロボット

皆さんの
ご意見お聞かせ
ください

川村しんこう事務所
〒025-0079  岩手県花巻市末広町6－16　
TEL.0198－29－5061  FAX.0198－29－5062
E-mail:shinkoujimusyo@gmail.com 

◀川村しんこうホームページ

https://shinko-kawamura.iwate.jp/ https://www.facebook.com/KawamuraShinko/

◀川村しんこうFacebook
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花巻中央消防署

花巻市役所

花巻市役所

花巻信用金庫
本店

北日本銀行花巻支店

岩手銀行花巻支店

金刀比羅神社

花巻

東
北
本
線

花巻南I.C

❶
医
療
の
高
度
・
専
門
化

●
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、高
精
度
リ
ニ
ア
ッ
ク

等
の
高
度
医
療
器
械
を
用
い
た
治
療

方
法
が
、
標
準
化
、一
般
化
。

●
各
領
域
の
専
門
医
（
H
30
〜
新
専
門
医

制
度
開
始
）や
医
療
従
事
者
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
が
進
展
。

●
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
分
散
は
、
専
門

人
材
の
配
置
に
支
障
を
来
す
ほ
か
、
症

例
数
・
手
術
数
が
分
散
し
、
次
世
代
の

医
師
を
育
成
す
る
た
め
の
環
境
が
確
保

で
き
ず
、
県
全
体
の
医
療
の
質
の
低
下

を
招
き
か
ね
な
い
状
況
。

❷
医
療
需
要

●
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計 （
令
和
5
年
） 

で
は
、 

経
営
計

画
の
計
画
期
間
の
最
終
年
（
令
和
12

年
） 

に
は
、 

年
少
人
口
が
約
9
・
5
万

人
、
生
産
年
齢
人
口
が
約
57
・
0
万

人
、
高
齢
者
人
口
が
約
40
・
1
万
人

と
な
る
見
込
み
。

●
計
画
期
間
中
は
、
受
療
率
の
高
い
高
齢

者
人
口
が
概
ね
横
ば
い
に
と
ど
ま
る
見

込
み
で
あ
る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
す
る
た
め
、
医
療
従
事
者
の
確
保

が
一
層
困
難
と
な
る
お
そ
れ
。

●
中
部
・
二
戸
で
は
、２
割
以
上
の
患
者

が
盛
岡
で
受
療
。
久
慈
で
は
２
割
以
上

が
県
外
（
八
戸
）で
受
療
。
復
興
道
路

等
の
整
備
に
よ
り
、
患
者
の
移
動
、
搬

送
は
よ
り
広
域
化
。

❶
損
益
の
状
況

●
平
成
26
年
度
以
降
は
、
医
業
損
益
で
の

赤
字
が
拡
大
し
つ
つ
も
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
元
年
度
ま
で
は
、
経
常
損
益
で
収

支
均
衡
。

●
令
和
2
〜
5
年
度
は
、コ
ロ
ナ
対
応
で

医
業
損
益
が
大
幅
に
悪
化
。
経
常
損

益
は
、コ
ロ
ナ
関
係
補
助
金
等
で
一
時

的
に
黒
字
に
。

●
令
和
6
年
度
は
、ベ
ア
・
諸
物
価
の
高

騰
へ
の
対
応
と
し
て
診
療
報
酬
改
定
の

引
上
げ
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
・
物
価
高
騰
対
策
関
係
補
助
金

の
減
や
給
与
改
定
に
よ
る
給
与
費
の
増

等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
、
経
常

損
益
で
90
億
円
の
赤
字
を
見
込
む
。

●
一
般
会
計
繰
入
金
は
、
近
年
概
ね

2
3
0
億
円
前
後
で
推
移
し
、
地
方
交

付
税
の
措
置
率
は
、
約
50
％
程
度
。

❷
入
院
患
者
数
の
状
況

●
1
日
平
均
入
院
患
者
数
は
、
令
和
5
年

度
は
2
、
9
0
5
人
。
10
年
前
の
平
成

26
年
度
と
比
較
し
て
△
6
7
5
人
。

●
1
日
平
均
新
入
院
患
者
数
は
、
令
和

2
年
度
に
1
9
2
人
ま
で
減
少
。
上
昇

傾
向
に
あ
る
も
の
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
ま

で
回
復
し
て
い
な
い
。

●
平
均
在
院
日
数
は
、
医
療
の
高
度
・
専

門
化
や
、
県
立
病
院
以
外
の
医
療
機
関

や
介
護
施
設
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
短

縮
傾
向
。

●
病
床
利
用
率
は
、
令
和
元
年
度
ま
で

75
％
を
確
保
。
令
和
2
年
度
以
降
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
に
よ
り
65
％
前
後

を
推
移
。

●
医
療
の
高
度
・
専
門
化
や
、
人
口
減
少

等
に
よ
る
医
療
需
要
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
、
地
域
医
療
を
確
保
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
県
立
病
院
間
の
機
能
分
化

と
連
携
強
化
を
一
層
推
進
。

各
病
院
の
機
能
分
化
・
連
携
強

化
に
つ
い
て

●
基
幹
病
院
、
地
域
病
院
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
地
域
の
人
口
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
必
要
と
な
る
機
能
を
整
理
。

●
疾
病
・
事
業
別
医
療
圏
を
踏
ま
え
、
整

備
さ
れ
た
高
速
交
通
網
を
フ
ル
活
用
し

て
、
県
内
で
高
度
・
専
門
医
療
を
安
定

的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
確
保
し
つつ
、

民
間
医
療
機
関
が
立
地
し
に
く
い
地
域

等
の
初
期
救
急
や
回
復
期
医
療
等
、
身

近
な
医
療
を
継
続
し
て
提
供
す
る
体

制
の
両
立
を
図
る
。

 

　　
中
部
病
院（
基
幹
病
院
）

区
分
：
機
能
集
約
・
強
化

対
象
：
　
万
人
以
上

●
現
在
の
医
師
の
体
制
等
の
強
み
・
特
徴

を
生
か
し
、ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
果
た
し
て
い

く
た
め
、
が
ん
医
療
等
に
お
け
る
高

度
・
専
門
機
能
を
集
約
・
強
化
。

●
リ
ニ
ア
ッ
ク
増
設
（
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ（
県

内
初
））で
、
県
外
に
流
出
し
て
い
た
医

療
需
要
に
対
応
。

●
麻
酔
科
の
強
化
に
よ
る
手
術
件
数
の
増

加
を
図
る
。

　
東
和
病
院（
地
域
病
院
）

区
分
：
地
域
密
着

対
象
：
1
〜
2
万
人

●
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
よ
り
入
院
に
対

応
し
な
が
ら
、か
か
り
つ
け
、
在
宅
医

療
等
の
身
近
な
医
療
を
提
供
。

　
大
迫
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

●
地
域
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
機
能

岩
手
県
立
病
院
等
の
経
営
計
画

2
0
2
5
ー
2
0
3
0
〈
最
終
案
〉

県
立
病
院
を
取
り
巻
く
環
境

県
立
病
院
の
経
営
状
況

岩
手
県
立
病
院
等
の

経
営
計
画（
2
0
2
5
2ー
0
3
0
）

の
基
本
方
向

病院の特徴（岩手中部圏域・遠野病院除く）

中部病院

診療科

研修等

病床機能

東和病院

内科、心内、精神、脳内、血内、呼内
消内、循内、腫瘍、糖代、腎内、小児
外科、消外、乳外、整形、形成、脳外
呼外、頸外、皮膚、泌尿、産婦、眼科
耳鼻、リハ、放射、麻酔、病理

救急輪番、臨床研修病院、専門研修基
幹施設、地域医療支援病院

高度急性期50  急性期364  結核20

内科、消内
外科、リハ

回復期68

救急告示

岩
手
中
部
圏
域
の
特
徴

●
受
療
率
が
高
い
65
歳
以
上
人
口
は
、横

ば
い

　（
2
0
2
5
：
71
千
人
↓
2
0
3
0
：

70
千
人
）

●
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
は
、
急
性
期

病
床
が
過
剰
で
あ
る
一
方
、
回
復
期
病

床
が
不
足
。

●
釜
石
道
の
完
成
に
よ
り
、

　
遠
野
市
と
花
巻
市
、
北
上

　
市
、
盛
岡
市
中
心
部
と
の

　
移
動
時
間
が
短
縮
。

病
院
の
方
向
性
に
つ
い
て

区　分

補正
予算額 5,122 584 0 10 4,528

予算額
財　源　内　訳

国　庫 県　債 その他 一　般

生活困窮者原油価格・
物価高騰等特別対策費補助　
393百万円【新規】

困窮する高齢者世帯、障がい者世帯及びひとり親世
帯等の光熱費や防寒用品等の経済的負担の軽減を図
るため、市町村が実施する原油価格・物価高騰等特
別対策事業に対して、その経費の一部を補助しようと
するものである。　
●補助先：市町村　●補助率：1/2　

介護人材確保事業費
（介護ロボット等導入支援事業費補助）
274百万円【補正後現計446百万円】

介護従事者の負担軽減や業務効率化を図り、継続し
て就労できる環境を整備するため、介護ロボット等
の導入に要する経費への支援に要する経費について、
補正しようとするものである。
●補助先：介護サービス事業所を運営する者　
●補助率：定額

10

一般会計第７号補正予算案概要｜補正予算額 666百万円
人事委員会勧告に基づく給与改定に要する
経費などを計上
〔計上事業〕給与費 5,122百万円〔関係部局〕

一般会計第８号補正予算案概要

一般会計 （単位：百万円）


